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国際社会文化専攻

日本社会文化専攻

専門分野の研究者

学際的分野の研究者

地域社会行政推進者

国際交流専門職員

自然史、文化史専門職員

日本語教育研究者
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比較社会文化学府の特色
私たちの学府は、つぎのような理念を研究・教育の柱としています。そし

て、その理念を実現してゆくためには、既成観念にとらわれない教員の側の

努力が不可欠であることは言うまでもありませんが、学生諸氏にも、たんな

る「受信者Jでは芯く、みす、から「発信者」となって積極的に学習し研究す
ることが期待されているのです。

異なる社会文化の

共生を目ざした研究教育

現代世界は、国家閏の関係という意味での 「国際

化」をこえた、グローパリゼーションの時代にあり

ます。それは人やモノ、資本、情報などの移動と交

流の飛躍的な増加や、地球環境問題の深刻化など、

様々な面を合わせもつプロセスとして進行していま

す。それはまた、従来なかったような乳蝶や文化の

画一化を生み出しています。

しかし同時に、グローパリゼーションは、異なる

文化伝統をもっ諸社会が互いに理解を深め、共生し

てゆく契機ともなりうるものです。そのような新た

な状況を前にして、異質な社会に暮らし、異なる文

化を生きる人々の聞に、違うからこそお互いを豊か

にしあうような関係を、どのようにして育ててゆく

ことができるのか。それを模索してゆくことが、私

たちの学府の課題です。

学際的なアプローチ

私たちの学府の教員の専攻分野は、従来の区分で

言えば¥人文科学・社会科学・自然科学の多岐の分

野にわたっています。そのような構成をとっている

理由は、私たちの目的が学際的な研究教育にあるた

めにほか芯りません。現代社会が直面している問題

は、どれひとつをとっても、旧来の専門分野の区別

をこえた複雑さと広がりをもっています。

そこで私たちの学府は、社会-文化 ・自然の様々

な視覚か5問題にせまる総合的なアプローチを研究
教育の柱にすえています。そのよう芯学際的芯研究

教育を実り多いものにするために、専攻を異にする

複数の教員が、連携し協力することに努めているこ

とは言うまでもありません。そして、そのようにし

て提供された「土壌jに、自ら問題意識という「種」

を播いて、それを育てて「創造的な研究という花」

を咲かせることこそが、学生諸氏に期待されている

のです。

日本と世界を結ぶ

行動人の養成

たしか芯知識に裏打ちされた批判意識をもち、そ

れと同時に、自分と異質芯ものに対しても、し芯や

かな感受性をもっ人こそ、 真の国際人と言えると私

たちは考えています。しかも、受信し考えるだけで

なく、発信し行動する実践的な国際人がもとめられ

ているのが現代という時代です。そのよう芯人々を

育ててゆくことを、私たちの学府はめざしています。

そのために、日本の社会文化についての研究でも、

他の社会との比較という視点を失わす、外国の社会

文化についての研究でも、日本との比較という視点、

を重視してゆきます。日本知らす、の外国通でなく、

日本について深く語ることができると同時に、 異文

化について共感的な理解ができる人間として自らを

育てゆくこと。私たちは、それを学生諸氏とともに

めざしてゆきたいと考えています。

社会に聞かれた学問

大学の新卒者は、学府の入学者として私たちが思

い描いている人々の一部にすぎません。既に社会に

出て活躍している方々や留学生は、新卒者と同様に

私たちの学府の主役です。

さらにまた、研究者の養成は大学院の重要芯使命

ですが、専門的研究者は、大学院を修了した人々に

ついて私たちが思い描いている姿の一部にすぎませ

ん。さまざまな職業分野での実践をとおして、大学

院での研究の成果を活かす専門家。既に社会人とし

ての体験を経たのちに大学院で研究し、その体験を

元の職場にもどって活かして活躍する人々。日本で

の研究の成果を、自国にもどって、あるいは他の国で

の活動に活かしていく外国からの留学生。そのような

人々も、私たちが想定している大切な学生なのです。

私たちの学府を、国籍や性や言語や社会体験芯ど

の点で異なる人々が出会い、共に生き、互いに高め

あう場としてゆくこと、それが私たちの願いなのです。



各専攻の理念

〔日本社会文化専攻〕

日本は現代さまざまな問題に直面しています。

それらを日本という国家の成立 -発展功罪を聞

いつつ、批判的に研究することは、私たちの未来

を構想するために不可欠なものです。そこではま

た、国家という枠組みを相対化する視座も必要に

なります。国家の枠組みにとらわれない生活者の

歴史や、一定の自律性をもっ地域の変動週程に対

する目配りが欠落すると、日本の歴史的・現代的

問題の全体像をかえって見えにくくしてしまうか

らです。さ51こ現代的問題の多くが自然環境との
共生に関わるものであることを考えれば、自すと

人間社会それ自体を相対化する視座も求められる

でしょう。

グローパリゼーションの時代にあって、日本人

が日本について深く理解することは、いっそうそ

の重要性を増しています。しかしそれは、日本の

みを対象とする研究によって得られるものではあ

りません。海外との相互影響力1日常的なものと

なっている現代においては言うまでも芯く、文字

資料のない昔から、日本列島の文化と社会は、外

との交流なしでは形成されえなかったものです。

つまり日本研究においても、「世界の中の日本」

という観点が不可欠なものなのです。

これらの点に注意し芯がら、私たちは、日常の

出来事、諸制度のしくみや変遷、言語文化の変容、

考古資料など、あらゆるものに「日本」を解く鍵

を求めてゆく必要があります。しかし、そもそも

日本人が日本について研究するというのは、どう

いうことなのでしょうか。逆にいえば、日本を研

究するときに自分が日本人である(あるいは外国

人である)ことをどう意昧づけるべきなのでしょ

うか。こうした「客観的な知Jのあり方に関わる
認識論的問題を見すごすことはできません。

本学府の「日本社会文化専攻」では、以上のよ

うな問題意識を共有しつつ、既存の学問分野それ

ぞれの長所を活かしながらも、それを越えるよう

芯学際的研究を推し進めることを目指しています。
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〔国際社会文化専攻〕

現在の世界には、孤立し自足した社会は存在し

ません。経済・政治・文化・環境などあらゆる領

域において、世界は相互に依存し影響しあうよう

になっています。さまざまな問題は、もはや国境

の内部には留まっていませんし、その解決のため

にも、国家の枠組みを越えた協力が必要になって

います。世界は、ひとつのシステムを形成しつつ

あるのです。

しかし他方で、その同じ状況が、社会や文化の

聞の差異をいっそう際立たせ、ときには相互誤解

を生み、暴力的衝突すら引き起こしています。つ

まり世界は、矛盾や支配や不平等を含んだ未完の

システムなのです。

そのよう芯世界に生きる私たちが、よりよい未

来を構想するためには、どのよう芯研究がなされ

なければならないのでしょうか。第一に、「地球」

という観点を重視してゆくことでしょう。地球は、

私たち人間だけでなく、すべての生物の「ふるさ

とJなのです。第二に、社会や文化(それは国家
という単位に対応するとは限りません)の聞の差

異が、不平等や相克性へと転化してしまうメカニ

ズムを明らかにしてゆく研究でしょう。そうした

問題意識芯しで、諸社会や諸文化の共存を謡うこ

とには意昧がありません。現実に存在する多様性

は、人類の貴重な遺産であると同時に、その可能

性の現れでもあるのです。

差異がつねに誤解を生むのだとしたら、これほ

ど不幸なことはありません。しかししばしば、異

なる社会に暮らし、異なる文化を生き、異なる言

語を話す人々の聞には、誤解が生じ、差異を相克

性へと変えてしまいます。そのような事態を避け、

そこに実り豊かな対話を成立させるためには、コ

ミュニケーションというもの自体についての透徹

した研究が必要であることは言うまでもありません。

本学府の「国際社会文化専攻Jでは、以上のよ
うな問題意識を共有しつつ、既存の学問分野それ

ぞれの長所を活かしながらも、それを越えるよう

な学際的研究を推し進めることを目指しています。



研究教育体制の特色

告専攻の講座編成と教員名簿

専攻について

本学府は、「日本社会文化専攻」と「国際社会文

化専攻Jの二つの専攻から構成されています。学生
の一人一人は、どちらかひとつの専攻を選んで出願

し、入学後はその専攻に所属する学生となります。

しかし、自分の所属してい芯い専攻の演習を雇修す

ることは可能ですし、一定の範囲で他専攻(あるい

は他学府)の単位を履修することが義務づけられて

もいます。また念のために申し添えれば、本学府の

教員は、教員の組織としての18の講座に所属してい
ますが、学生は特定の講座に所属する学生となるわ

けではありません。

指導教員団について

学生の一人一人に対して、入学後におこなわれる

オリエンテーションを経た段階で、本人の希望を最

大限に生かすかたちで、本学府専任の教授・助教

授・講師の芯かか5、3人の指導教員からなる「指
導教員団jが選ばれることに芯ります。

本学府が「指導教員団Jによる研究指導体制をとっ
ている理由は、学生に対して幅広く的確な指導をし

てゆくためです。学生一人一人の学問的関心・研究

計画は、従来の学問分野のいすれかひとつに必す、し

も納まらないことが予想されますし、学際的なアブ

ローチを重視している本学府では、むしろそのよう

な学生を歓迎します。しかし、修士課程2年また博
士後期課程の3年という時間は限られておりますし、
修士課程を修了するためには、全員に修士論文の執

筆が義務づけられています。そこで従来の学問分野

をこえて広く学びながらも、それを各自の問題意識

に合わせて生産的に関連づける研究・履修計画が必

要に芯ります。そのような研究・ 履修計画の策定と

実行をサポー 卜するのが「指導教員団Jです。もち
ろん研究をすすめてゆく上で、他の教員からも指導

を受けることは可能であり、それは望ましいことで

もありますが、学生各自の研究計画にそって、自す

と一定数の教員から日常的に指導を受けることにな

るでしょう。その核をなすものが「指導教員団Jで
あると理解してください。
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教育と研究について

修士課程を修了するためには、一定数の単位を取

得し、修士論文を提出して、その審査に合格しなけ

れば芯りません。開請されている科目としては、 一

人の教員が担当する「演習」、多面的なテーマにつ

いて複数の教員が共同で担当する「総合演習」、調

査研究の技法の指導を目的とする「調査研究方法論j、

主として論文作成のための指導としての「特別研

究Jがあります。しかし各年度に、そこで実際にど

のようなテーマが扱われるか、それが実際にどのよ

うな形態で行われるかについては、画一的な形式は

ありません。多様な学問分野にまたがる多くの教員

と多様な関心をもっ学生の相互作用の芯かで、それ

ぞれに望ましいかたちをとることに芯るでしょう。

学際的研究教育をめざす本学府では、無用芯形式合

理性によって自由であるべき知性に足棚をはめたく

芯いかうです。また様々な科目をどのように組み合

わせて履修してゆくかが、学生一人一人の創意工夫

にまかされているととは言うまでもありません。「学

際的芯定食メニューJ芯どはないのです。

修士論文の執筆は、学生一人一人の研究計画のな

かでも最も重要なものです。本学府での研究の成果

のすべてが、そこに具体的芯かたちをとるのだと言

うことさえできます。大体の芯がれとしては次のよ

うになります。ます1年目の6月中旬に「研究実施

計画書Jを提出します。それは、修士課程の研究を

どのようなスケジ、ユールで進めてゆくか、告白が考

え、基本方針を宣言するためのものです。つぎに12

月の中旬には、「修士論文計画書Jを提出します。

これは修士論文の具体的なテーマを定めて、どのよ

うに執筆してゆく予定であるかを明らかにしてもら

うためのものです。そして2年目の12月には完成し

た「修士論文」を1月に提出して審査を受けること
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に芯ります。一人一人が充分な研究計画をたてて、

本学府の演習や設備を最大限に活用して研究し、 素

晴らしい論文を仕上げてくれることを、私たちは望

んでいます。もちろん本学府の教員は、そのための

サポートを惜しみませんが、2年間の研究をデザイ

ンし、それを実現していく責任は、学生一人一人に

あるのだという乙とを忘れ芯いで下さい。

また課程博士取得のための博士論文は、大学院在

学中に培った深い専門性と広範な知識、そして研究

者としての高い独創性や考察力を基礎に、大学院生

活の総力をあげて執筆されるものです。現在ではも

ちろん、博士論文は研究者としての集大成では芯く、

むしろ出発点と位置付けられることが多いのですが、

それだけに、研究者としてのそれ以後の大きな発展

を予感させるものである乙とが要求されます。博士

論文の提出は、博士課程に2年以上在籍し、一定の

単位を取得したものに認められます。博士課程3年

修了時に、博士の学位を取得するための一般的な手

順は次のように芯ります。ます3年次の7月までに

論文執筆資格のための「博士論文計画書Jを提出し
ます。それは、 6か月後には博士論文を完成させる

ことができるという内容を示したもので芯ければな

りません。そして完成した学位論文を11月末、遅く

とも年末までに提出します。論文は5名の審査委員

によって審査され、公開審査、教授会での審議をへ

て、翌年の3月に総長によって学位授与の通知が行

われます。

博士後期課程の3年は、博士論文を準備する期間

としては決して長いものではありません。学生一人

ひとりの計画的な研究生活と、指導教員との密接な

連携によって可能に芯るものです。



学府と研究院について

九州大学では大学改革の一環と

して、平成12年度から「研究院制

度」を導入しています。「研究院

制度」というのは、大学院におけ

る教育と研究の基本組織であった

研究科を学生諸氏が所属する教育

組織としての「学府」と教員が所

属する「研究院Jとに分離するも

のです。このことによって、従来

の研究科で行われてきた教育内容

や力リキユラム芯どが直ちに変わ

るわけではありませんが、そうす

ることによって将来的により効果

的な研究教育活動ができることを

めざしています。参考までに紹介

しますと、比較社会文化研究院は

環境変動、社会情報、 そして文化

空間の3部門編成で、環境変動部

門には地球変動、生物多様性、基

層構造の3講座が、社会情報部門

には歴史資料情報、社会変動、国

際社会情報の3講座が、そして文

化空間部門には文化動態、文化表

象の2講座があります。との他に、

制自然環境研究センターとの連携

講座として自然保全情報講座があ

ります。つまり、全体で3部門9

講座です。教員の研究院での配置

状況は表のとおりです。念のため

にいいますと、教員は学府の専攻

や講座とは異芯るところに所属し

ており、学府と研究院では講座の

名称も構成員も異なっています。

このパンフレッ 卜は教育組織とし

ての紹介を第一にしていますかう、

学府に関する記述を主としていま

す。32頁以下の専攻・講座別の教

員紹介は学府のそれによっていま

す。

部門

環境変動

社会情報

文化空間

比較社会文化研究院教員名簿

講座 教 授 助教授

小山内康人 桑原義博

地球変動 1じ 逸郎 石田 清隆
酒井治孝 大野正夫

小池 裕子 荒省邦雄

生物多様性 罵 j共

矢田 il育

基層構!造
田中良之 溝口孝司

中橋孝博 佐藤廉也

自然保全情報 米田政明 菰田 誠

(連携講座) 松島 昇

有馬 -民r主

吉田昌彦

歴史資料情報 服部英雄

高野信治

中野 等

吉岡 斉 一隅一百

社会変動 清水靖久 山下 j閏

施 光恒

高田和夫 杉山あかし

国際社会情報 森川 哲雄 柄省利恵子

松永典子

根井 豊 新島龍美

文化動態
高橋憲一 鏑木政彦

清水 展

古谷嘉章

松本常彦 西野常夫

文化表象
太田好信 嶋田洋一郎

波潟 剛

直野章子
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助 手

山中 寿閉

藤井理恵

馬場芳之

石川 健

大杉卓一



-• 
21世紀COEプログラム

「東アジアと日本

等

地域資料情報講座

中野

九州大学21世紀COEプログラム(人文科学)r東アジアと日本 交流と変容」は、 く東アジア/日本〉の
諸地域・社会集団を、個々の孤立 完結したアイデンティティとして捉えるのでは芯く、相互の交流によっ

て不断に変容する可動態として位置づけ、その中に日本が包摂されるところの くアジア〉あるいは く東アジ

ア〉とは何かというアイデンティティの問題を諸地域・諸社会集団聞の「交流」と、その結果もたらされる

「変容Jの諸相において、解明しようとするものです。

明治以来、近代日本のアイデンティティの拠り所であった くヨーロッパ/アジア〉という単純な2元思考

の枠組みは当然破棄され、様々な地域や社会集団は「交流」という関係式の関数として「変容」の相のもと

に捉えられることに芯ります。

本プログラムは、このような問題に、比較社会文化研究院と人文科学研究院とが共同して取り組んでいま

す(図1)。す芯わち、両研究院に所属する日本史、東洋史、朝鮮史、イスラム史、考古学、日本語学・文

学諸分野のスタッフによる学際的共同研究によって、主に歴史学的なアプローチを行うとともに、研究のみ

芯5す教育においてもアジアに隣接する地の利を最大限に生かした、九州大学独自の くアジア学〉 を開拓し、

その教育体制の構築と人材の養成を目指すものです。

卜

「東アジアと日本:交流と変容... 
のテーマと構成 田

リーダー:今西

サブリーダー:田中

(図1)

サブテーマリーダー:川本
田中(日韓国家形成過程と親族構造)
宮本(中国古代国家形成過程)
溝口(日本国家形成過程)
川本(中国古代国家)
浜田(朝鮮三国と統一新羅)
坂上(日中古代国家比較)

岩永(古代国家形成論)
辻田(古墳時代威信財システム論)

サブテーマリーダー:森川
森川(前近代モンゴル社会)
清水(中近東イスラム社会)
船田(内陸圏イスラム~中国交流史)
四日市(海域圏イスラム~中国交流史)
服部(日本中世社会史)
佐伯(中世日本と東アジア交流史)
中野(近世日本と東アジア)

協力メンバー
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協力メンバー

森平(高麗~元交流史)
中島(近世中国社会史)
大稔(中東社会史)



その際、特に「イスラム」を、東アジアに不可分な問題として「アジアイスラムJ、すなわち「アジアの

内なるイスラム」の問題にスライドさせ、「唐・本朝」的アジア認識を相対化した「比較社会史」を想定し、

内陸-海域の両圏における脱国家・脱領域要素を視野に入れたアイデンティティ形成研究を目指します。具

体的には次の2テーマに集約されます。

1 東アジア諸国家とその形成過程の比較研究(図2) 

2.海域圏・内陸圏交流ネットワークとイスラム(図3) 

また、上記の研究を国際的に推進し、世界的研究教育拠点となることを目標に、東アジア諸地域およびそ

れに関連する大学-研究機関との闘で、「東アジア史研究コンソーシアム」の構築を計画し、精力的に交渉

を進めています。

(図2)

8111 サブテーマ
東アジア賠国家とその
形成過程の比較研究

(図3)

40吋

ASfA 
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研究・教育プログラムについて

この学府は、専門のディシプリンから見れば、理

学、 農学、文学、法学、経済学などの異芯る領域に

広く分かれています。しかし、だからといって、あ

らゆる研究テーマに応じて、教育・研究指導ができ

るわけではありません。率直に言って、教員の側か

ら与えられることは限られています。

理想として、私たちが考えているのは、ます学生

自身が明確な問題意識をもち、それを深め研究して

ゆくために、みすからが従来の狭い学問区分を越え、

異なる分野を結びつけながら進んでゆくことです。

もちろん、研究の基礎となる特定のテ、イシプリンを

しっかりと勉強しなければならないことは言うまで

もありません。しかし、そこに自閉し安住してはな

りません。

グローバル化が進展し、社会も文化も急速に変化

しつつある現在、研究の対象や問題の表れ方自体が

変わってきています。それに応じて、学問のあり方

も変わってゆかねばならないととを、私たちは自覚

しています。学生諸氏の自由で柔軟芯発想と思考が、

新しい研究の領域とスタイルを切り開いてゆく可能

性を信じています。だから、 積極的で型破りと言わ

れるような熱意をパワーのある学生を求めているの

です。

そうした学生の自主性を尊重し伸ばしてゆくため

に、この学府では、関連する研究をしている複数の

教員を学生自身が指導教員として選び、異なった視

点の導入によって、多面的 ・総合的に研究を深める

ことを期待しています。そのために指導教員団とい

う制度を導入しています。

ただし、では具体的にどのようなテーマの研究が

可能なのか、教育指導が受けられるかについては、

具体的なイメージを描きにくいかもしれません。そ

こで、このセクションでは、複数の教員が密接な連

携のもとで実際に研究・教育を行っている(行おう

としている)幾つかのプログラムを紹介します。あ

るものは、伝統的=保守的な大学の制度のもとでは、

研究の対象とはされてこなかった新しい問題群や研

究分野です。あるものは、その分野の第一線の研究

者を擁して、学会の最前線を意識したものです。

もちろん、ここに紹介したプログラムは、一例に

過ぎません。学生諸氏が、自分の問題意識に即して、

各人各様のプログラムを作ることが可能です。むし

ろ、われわれが思いもつかないような教員の組み合

わせによって、新しい問題の学際的芯研究を進めて

くれることが望ましいのです。

その一方で、この学府には、この分野の研究なら

ば第一人者という教員が何人もいます。その先生の

研究に心酔し、その指導を受けることを求めて入学

を希望する学生も大歓迎です。要は、ただ漠然と大

学院に進学するのではなく、自分が何を研究したい

とかという問題意識=研究テーマを明確に持ち、こ

の学府がその研究のためにふさわしい場であるかど

うかを、よく考え、調べて、納得して入学してきて

ほしいのです。

そうした判断をするために、各教員の研究に関す

るさらに詳しい情報が、ホーム・ページ(アドレス:

http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/search/)で入

手することができます。ぜひ活用してください。

歴史を学ぼうとする人々へ

「歴史の芯」を探る
「歴史Jとは
歴史学は人聞社会やそれと相E関係にある環境の変
化を追う学問といえよう。しかし、その変化の本質を

めぐり、普遍的芯もの(近代化論)あるいは目指すべ

き未来 (唯物史観)への変化・進歩という、従来いわ

れてきたような歴史をめぐるパラダイムの見直しが自

覚されはじめている。「歴史J(の変化)とはそもそも
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何であるのか。我々歴史を学13i者が自らの努力でそれ
を見つけだすことが必要だろう。

その際、いくつかの観点が考えられよう。一つは変

化をどのような枠組みでっかまえるのかということだ。

例えば、主流的、中心的なもののみに目をうば‘われる

のでなく、傍流的、周縁的芯ものを関連づけた、全体

的な把握が必要であろう。いわば複眼的かつ総合的な



枠組みである。ミクロな地殻変動(日常性)がマクロ

な社会変動(政治・経済問題)といかに連動するのか、

あるいは中心から周縁の分離 ・排除がどのようなメ力

二ズムで生じるのか。ただこのよう芯枠組みで変化を

捉えるには、傍流・周縁・ミクロな歴史の解析が不可

欠でそのためにはデータ(資料)の広がりと読みの深

さが要請されよう。

歴史の変化とは、先行の時代が有していた価値が後

続時代の価値の強制により失われるということでもあ

る。習俗の 「矯正jや時間(麿)の統制(国家的)な

どはそれにあたろう。しかし、むしろ長期的時間のレ

ンジのなかで各時代に通底する根源的・基層的なもの

に注目する考え方も提示されつつある。このような視

覚は、人々の行動様式や意識 ・!苦情まで規制してきた

歴史的な社会環境を深く探求することに通じる。同時

に、いわゆる「国境Jを越えて横へ拡がる可能性もあ
る。つまり例えば近代国民国家の自由 ・平等というよ

うな特定階層のみに保証された価値ではなく、人類史

にとってより普遍的な価値の発見にもつながるもので

あろう。かかる人類史的な一貫性の追求は、価値の発

見に止まらす、歴史を通じ人類を悩ませるいわば永遠

の問題(例えば飢えや抑圧、それに対する反発)、人

間存在の諸問題を捉えることにも芯ろう。

「日本史jをみる視角

「日本史lの対象は、他の人文社会科学や「日本史」
以舛の世界史に比べ考えようによっては自明性が高い

だけに、思考の枠組みが安定・パターン化しやすいと

思われる。しかし、歴史認識の枠組みは大きな揺らぎ

の時期を抑えている。与えられた基準によってではな

く、歴史を学ぶ者自ら害観性ある歴史認識の方途を探

らねばならないだろう。「日本史jをフィールドlこい
わば「歴史の芯J(変化と一貫性に通有する核心)を、
様々な角度(開発、権力、境界、村、 運動、史料芯ど)

から考察する場が、ここで用意されるメニューである

が、固定的なものではなく必要に応じてフォーメー

ション変化もありえる。

拡げられる歴史資米惇とフィーjレドワーク

上記の問題意識に答えるべく、本学府は他の大学院

と較べてもひと昧違う方法的な特色を持つ。

1 文献資料(史料)を正確に読む。

2 文献資料(史料)の行聞に読む。
3 文献資料(史料)のウラを読む(史半ヰ批判)。
4 歴史資料(史料)を拡げる。
図像、地名、景観

5 フィールドワークへ

有馬教授の場合、近代の政治史がテーマだが、史料

の読解を進める一方、政治的に活躍した人物からの聞

取を積極的に行って、文献のみからは分からない多く

の側面を引き出している。例えば部落解放運動のリー

ダーから話をきくなかで、被差別部落における生活実

態など、普通の史料からは分からない興味深い事実を

9 

明らかにしてきた。

中野助教授を中心として比文の多くの歴史系教員が

参加している 『柳)11市史j編纂事業では、大学院生が

積極的なフィールドワークを行い、各村の古老から話

を聞くことによって、有明海の干潟平野における生活

の実態を明らかにした。その成果はまもなく大学院生

によって公表される。

高野助事対受は民俗学の成果をとり入れた観点から、

近世の人々の生活を叙述して再評価してきた。

服部事対受は福岡県教育委員会による「伊良原地域民

俗調査jに大学院生とともに参加している。英彦山に

抱かれ、まもなくダムに沈む伊良原地域の村の記憶を

掘り起こし、記録する作業を通じて、山に生きた人々

の生活がよみがえる。

地域資料情報講座では、 他にも恰土庄故地、若宮庄

故地、佐賀県全域の地名調査など多くのフィールド調

査を継続して行っている。大学院生独自のフィールド

ワークの成果は 『地域資料叢書Jとして刊行中である。
97年度には東昇 『村人が語る17世紀の村一一岡山藩領
備前国尾上村総合研究報告書一一』、前原茂雄『備後国

大田庄赤屋村調査報告書』の2冊を刊行した。大学院生

によるフィールドワークの成果は地元新聞社にも取り上

げられる芯ど、注

目されている。

さてこうした方

法上の特色を持ち

つつ、本学府の各

教員は現在下記の

ようなテーマを追

求している。

比較社会史の研究

(有馬 車教授・服部英雄教授ほか関係教員)

このテーマは2002年度からはじまった21世紀COE
プログラム「東アジアと日本.交流と変容Jにおける
研究領域の一つです。人文学研究院との協同のもと、

新たなアジア/日本認識の形成をコンセブ卜に具体的

には次のような研究課題が構想されています。

-日本を含む東アジアの諸社会集団と統治体制の比較

研究

-生活世界の展開と暗黙却の生成の研究

アジア諸国家における固有法と継受法の研究

史料の形態 ・様式 ・機能の比較研究

ところで、このプロジェク卜は単に研究体制の構築

を目指すものではなく、むしろ人材の育成を主眼にお

いたものです。アジアかう世界に発信しうる研究者

高度専門職業人の育成を念頭に大学院教育はますます

充実した刺激的なものとなっていくでしょう。



「境界」を聞い直す

(高野信治教授・中野等教授)

国民国家という概念が相対化されようとする現在、

その枠組みの中で育まれてきた歴史研究もこれまでの

構造や価値観を聞い直すべき地平に立っていると云っ

てよい。す芯わち、日本史研究にあっても「日本」と

いう枠組みを前提としつつも、それを絶対視するとい

う態度では新たな「日本史J像を描ききることも困難
であろう。原始古代・中世 ・近世 ・近現代といった時

代区分についても然りである。大きな時代変革のうね

りを一つの「国家」的フレームに納め込み、予定調和

的に論断する姿勢は退けられなければならない。また、

歴史学の今目的意義を考えるとき、一つの「時代J. I社
会Jの動きを身分や階級といった視点か5二項対立的
に論じて事足れりとする訳にはいかない。国民国家が

かたちづくった「境界Jを取り払うことから、新たな
「日本史」研究がはじまるように、ここでの「境界J
はこれまでの歴史研究が前提としてきたあらゆる枠組

み・構造・ファクターを象徴する。こうした既成的価値

観の相対比が比較社会文化学府における歴史研究の第

一歩である。

(吉田昌彦教授)

今日の日本史研究において権力というものを考える

とき、非対称型の単一権力システムというイメージが

規定性を発揮しているようである。

この非対称型とは、命令者Aと受命者Bとは非対称

的関係にあり命令者Aは受命者Bに対し圧倒的芯力を
有し、その意志をBに押し付けることが可能、という

ものであり、国家は一方的芯命令者であるとする。こ

のfm観|ま、国王が王権神授説により独自の正統性を
獲得して教皇権威より独立するとともにその力を強め、

それまで力を有していた貴族達ら中間的諸団体を形骸

化、解体化し権力を一元化させたという西欧絶対主義

王政以降の近代欧米国家の権力形態をモデルとしたも

のである。

この権力観は、階層の上下と社会的資源(権力、権

威、富、地位芯ど)占有の大小は対応するという社会

学の通員IJに適合しているが、今日、フーコの規律的監

視的権力論などにより相対化されている。

しかし、日本史研究、特にその前近代研究において

は、なお、その呪縛から逃れ出ていないよう芯気がす

る。

日本の近世においては、中間的諸国体の在地領主が

中央統一権力化する一方、「古代王権」の天皇が中央

統一権力者に対する正枕|笠付与者として残置しており、

非対称型の単一権力システムの基礎を作った西欧モテ1

ルと異芯っているとともに社会学の通則に組踊する部

分が存在するととは明らかであろう。

このため、非対称型の機械的適用ではない日本前近

代の実態に適合した権力モテ‘ルの構築が必要であろう。

その際、単に「上から権力」というモデルではなく

共同体などの自律性や利害のなかで派生してくる権力、

それらの複数の権力を調整、統合するものとしての上

音防itJの在り方を検討する必要があろう。そして、か

かる分析を通じて近代国民国家、「公J観念の萌芽、
もしくは受容の前提の解明につながっていくであろう。

カルチユラル・スタディーズを学ぶ人に

力ルチュラル ・スタディーズはその名前の通り「文

化」についての研究です。また、「スタテ、イーズ」と

いう複数形が示唆しているように、欧米だけでなく、

アジア、ラテン -アメリ力、オーストラリアなどの場

において、 多様な形で実践され、互いに交流・影響し

あい、変化しています。この新しい研究領域は、「文

化J白川政治」や「経済jといった他のカテゴリーに
対してどのように影響を与え、決定因子になっている

のか、さらには I政治j、「経済j、「文化」といったそ
れぞれのカテゴリ一自体が、どのよう芯権力関係に

よって形成されているのかということを検証すること

で、既存の学問領域を組み替えていこうという学際的

な試みです。

力ルチュラル ・スタディーズは、これまでア力デミ

ズムの中でほとんど論じられなかった文化領域に立ち

入ります。ロックや円&8などの大衆音楽、テレビや
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広告といったマス・メディア、さらには記念碑、証言、

ロマンス小説、ア二メやコンピューター-カルチャー

などがその例として挙げられるで、しょう。また、フェ

ミ二ズム、ゲイ・レズビアン運動や移民権利運動、反

グローパリズム闘争などを含む社会運動に関わりつつ、

それらを研究対象とします。

こうした領域はランダムに選ばれているわけではあ

りません。これ5はすべて、これまで自明のものとさ
れていた「文化Jの概念の再検討を要請します。国民
国家、人種、工ス二シティを均質芯単位として前提に

した文化、あるいは既存のジ‘工ンダーやセクシュアリ

ティの枠組みに沿った男根主義的な文化、「西欧j対

「非西欧lと区別される文化などを別の視点かう再検
討しつつ、それが権力抗争や交渉などを介しつつさま

ざま芯矛盾をはらみながら構築されていくようすを分

析しようというものです。それは、分析者が「対象J



とlは也よい距離を保ちつつ行うのではなく、大学が研

究 ・教育の場としていかなる知を(再)生産している

のか、それがレイシズム、帝国主義、(ヘテロ)セク

シズムなどにどう関わっているのかを批判的-自省的

に考察していこうという試みでもあります。つまり、

力ルチユラル・スタディーズを学i)1とは、自分自身を
含む文化-政治領域への介入を行うということを余儀

なくされる乙とでもあります。

力ルチユラル・スタディーズのプログラムは、複数

の教員が学生の皆さんと共に作っています。社会学か

らは杉山あかし、直野章子、文化人類学からは太田好

信、古谷嘉章、哲学からは鏑木政彦、文学からは波潟

剛、松本常彦の告教員が相互連携を図りながら、歴史

学、社会思想史等の領域を交えた学際的な共同研究・

教育にも積極的に取り組んでいきたいと考えています。

乙のプログラムは大きく二つのパートに分かれます。

ひとつは、基本文献とされているテクストを読むこと

です。ここでは、現在力ルチユラル・スタディーズと

総称される領域において代表的といわれる文献や、力

ルチユラル・スタディーズの潮流に大きな影響を与え

たマルクス主義、記号論、構造主義、ポスト構造主義、

フランクフル卜学派などの文化理論の再読や最近の

フ工ミ二ス、ムをめぐる論争、ポストコ口二アル批評と

の節合も含まれます。これらのテキストは、上に挙げ

た7人の教員が各自開請するセミナーで取り上げられ
ることになります。

もうひとつのパートは、力ルチユラル ・スタディー

ズの実践です。これは、「西欧の力ルチユラル・スタ

デイーズJの理論を日本の文化的文脈に応用する、と
いうことを意味しているのではありません。力ルチユ

ラル-スタテ、イース、が知識の生産における西欧と非西

欧の非対称性を問題にしている以上、ここで求めうれ

ているのは日本国内の既存の学問領域はもちろんのこ

と、力ルチュラル-スタテ、イースを含む西欧の人文科

学全体を批判的に捉え、具体的にどのように干渉して

いくのかということになります。これは、院生のみな

さんが、告白取り組んでいく修士・博士論文のブロ

ジ、工ク卜を通して実践していくことになります。

社会学を学びたい人のために

1 .本学府における「社会学」

本学府では研究対象-方法-立場、それぞれに異な

るメンバーが社会学分野に関わる研究教育活動を

行っています。各人の研究を列挙すれば、次のように

なります。

。吉岡斉(教授) 科学技術開発政策、特に原子力

政策の問題を制度論的な方向から厳しく批判していく

研究を中心に、社会における科学のあり方について広

範に研究を展開中。最近はさらに医療について造詣を

深めている。

。三隔ー百(助教授)様々芯社会事象を数理モデル

として分析する数理社会学、社会の実態を統計調査に

よって解き明かす実証研究、そして地域社会の問題と

取り組む都市社会学といった分野の研究を精力的に推

進中。

。杉山あかし(助謝野 情報化、メディア、ネット

ワーク、大衆文化といった問題についての批判社会学

的研究、マス ・コミュニケーション効果論、そして社

会進化論についての批判的検討を中心とする社会理論、

といったものと格闘中。

。直野章子(助教授)力ルチユラル ・スタディーズ、

フェミ二ズム。

以上のように多様芯課題をそれぞれが自由に追求し

ているところが本学府の特色です。

この多様性はゼミの開講についても反映されていま
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す。本学府では教授・助教授各人がそれぞれ個人でゼ

ミを開講しているのと共に、複数教員によって運宮さ

れる総合演習というものが開請されていますが、社会

学と関わりのある総合演習は一つではありません。

制度論的な議論が中心の吉岡は社会構造論総合演習

に主に参加し、歴史学の教員と共に活動しております。

他方、三隅と杉山、直野は、共同で社会学総合演習

を実施しております。ここではオーソド、ツクスな社会

学分野については主に三闘が、葛藤理論や文化的再生

産論、イデオロギー論、あるいは現象学的社会学やア

イデンティティー論といったクリテイカルな社会学分

野については主に杉山が議論し、直野は力ルチユラ

ル-スタテ、イーズとフエミ二ス、ムについて議論してお

ります。

2.学生は何を、どうやって学ぶことができ
るのか

学生は吉岡・三隅・杉山・直野がそれぞれ開請する

ゼミと、総合演習において社会学関係の教育訓練を受

けることができます。また、研究課題に応じて社会学

分野以外のゼミにも出席することになります。

本学府では指導教員団制度をとっていますので、指

導教員は3人程度いることになります。全員を社会学
系の教員とすることもできれば、関係の深い隣接分野

の教員に加わってもらうこともできます。

調査研究方法論については、三間・杉山・直野は文



化人類学の教員と共同で社会調査方法論演習を開講し

ており、アンケート調査、内容分析、フィールドワー

クなどについて学ぶ乙とができます。このゼミの他に

もいくつか社会調査士制度に対応した科目を開講して

いますので、本学府で専門社会調査士資格を取得する

ことができます。(ただし学部で社会調査士を取得し

ていない場合は、同時にいくつかの学部科目を履修す

る必要があります。)

修士論文 ・博士論文の作成にあたっては個別に個人

指導を受ける事になります。

3.最後に 社会学総合演習のことなど

学際的な研究は既存のディシプリンを無視して成立

することはできません。むしろ学際を目指せばこそ、

よりしっかりした足場を持ちたいものです。そうした

足場として社会学を志したい諸君は、ぜひ「社会学総

合演習Jに参加し、社会学の理論と方法論に磨きをか

けてください。「社会学総合演習」では、文献講読や

研究発表を通して社会学の基礎固めを行っています。

しかしこのゼミの本来の目的は、社会学を志す教員・

院生が集い、互いに対等な立場で議論し切瑳琢磨する

ことです。したがってこのゼミかう何が得られるかは、

皆さんの日頃の努力と積極的な議論への参加にかかっ

ています。

「社会学総合演習」以外にも社会学関連のスタッフ

が個別に開講しているゼミがあります。また正規の科

目とは別に、社会学を深めるチャンスがいろいろあり

ます。例えば箱崎キャンパスや近辺の諸大学の先生

方-院生諸君と一緒に定期的に開催している「社会学

合同ゼミ」、九大出身者を中心とした「社会分析学会J
の定例大会、数理・計量に関心のある研究者が集う「数

理社会学フォーラム」等々。もちろん目標は世界とし

ても、ますはこれらの研究会やネットワークを活用し

て、貧欲に自らの社会学を展開されることを希望しま

す。

比般社会文化学府における社会学研究マッピング

社会構造論総合演習
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